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Ⅰ．緒　　言

新型コロナウイルス感染症の感染拡大から２年半が経
ち，今なおその猛威は収束していない．グローバル化に
よって感染症の危機は世界中へ波及し，我が国にもその
影響が流入した．ロックダウンは経済活動を大幅に制限
し，事業継続への課題や雇用の不安定化など，社会情勢
に深刻な影響を与えた１，２）．感染状況は一進一退を繰り
返し，コロナ禍以前の日常を徐々に取り戻しながらも，
依然として感染への不安は払拭されない．同時に，テレ
ワークを中心とした急速なデジタル化や働き方改革の加
速３）により，労働環境は大きく変化した．労働者も組織
も，新たな労働の在り方への対応を迫られている．長期
にわたる日常生活の制限や，新しい働き方への行動変容
に伴うストレスや不安は，労働者の心身の健康へ影響を
及ぼし，メンタルヘルス不調に陥る可能性がある４）．ま
た，今後もこれまで想定しなかった新しいストレスに直
面する可能性も危惧される．

厚生労働省によると，精神障害に関する労災請求件数
及び支給決定件数は増加傾向にあり５），労働衛生領域に
おいて労働者のメンタルヘルス対策は今なお重要な課題
である．予測不能かつ不安定な社会がもたらす不安，職
業生活上のストレス，個人的な悩みや葛藤を抱えながら
も，労働者は約40年にわたる職業人生を生き抜いていく．
働いている限りストレスは避けることはできず，ある程
度のストレスの中で耐え抜く人材が望まれる６）．ストレ
ス対策は個人，組織それぞれに取組の重要性が示されて
いる４）が，ストレス対策による心理的ストレス反応の低
減だけでなく，ストレス状況に柔軟に対応し適応してい
く予備能力を，労働者個人が備えておくことが長い職業
人生を生き抜くひとつの力となり得る．

近年注目されている心理概念の一つにレジリエンスが
ある．平野らは「ストレスに対する個人の心理的な適応
力」７）と説明している．レジリエンスは，1970年代に小
児精神医学の領域において，厳しい環境下で生育したに
も関わらず，健全に成長発達した子どもの特性を示す研
究から８），その後，成人の精神医学や心理学に導入され，
防御と抵抗力を意味する概念として用いられている９）．
外力による歪みを跳ね返す力という物理学的原義をもち，
社会学，教育学，自然科学の諸分野，医学や看護学など

の専門的実践分野など，さまざまな研究場面を牽引し支
配する領域横断的な社会的表象10）とも表される．レジリ
エンスの概念は幅広く，その定義は研究者，研究の内容，
目的によって様々であり11），多くが独自の定義づけを行
うなど，統一した定義は不在である12）．

本研究では，労働衛生領域におけるレジリエンスに着
目し，労働者個人のレジリエンスがどのように捉えられ，
概念が構成されているかを明らかにするために検討を行
うことを目的とする．

Ⅱ．研究方法

Rodgersは，概念は時間や場の状況，文脈に応じてダ
イナミックに変化するものであると捉え13），概念を社会
的・経時的に理解することに焦点化している14）．レジリ
エンスは複数の分野において領域横断的に用いられる動
的な概念であり，使用される文脈や概念の変化を捉える
ため，本研究ではRodgersの概念分析の手法を用いた．

１．対象文献の抽出
文献の選択には，医中誌Web，CiNiiを使用し，「レジ

リエンス」，「労働衛生」，「労働者」をキーワードに，検索
期間2000～2022年とし，原著論文に限定して検索を行っ
た（検索日：2022. 8. 15）．医中誌Webでは検索条件に成
人を加え55件，CiNiiでは18件が抽出された．本研究では，
事業場で働く一般労働者個人（以下，労働者とする）を
対象とし，医療保健福祉専門職及び，東日本大震災や新
型コロナウイルス感染拡大のような突発的大規模災害を
対象とした文献は特有の状況を含んでおり，より一般的
な労働現場を対象とするため除外した．重複文献を整理
して19件を対象文献とし，また，それらの文献が多く引
用する６件，関連文献や書籍を加えて，計37件を分析対
象とした．

２．データ分析
Rodgersの手法を参考に，各文献において，労働者の

レジリエンスの定義，特性，先行要件，帰結，関連する
概念に関して抽出した．抽出した内容を分析し，共通性
に基づいて整理した．
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３．倫理的配慮
分析対象の文献の内容を理解し，文脈の正確な解釈に

努め，引用する場合は文献の書誌情報を明示した．

Ⅲ．結　　果

労働者のレジリエンスの定義，特性，先行要件，帰結，
関連する概念は以下のとおりであった．

１．定義
レジリエンスの定義は，ストレスへの回復・適応過程

や結果，個人が持つ個人内特性，包括的な概念など，さ
まざまな立場から説明されていた．

米国心理学会ではレジリエンスを「逆境，トラウマ，
惨事や脅威，もしくは重大なストレスに直面しても，う
まく適応する過程」とし，「誰もが学び発達させること
ができる行動や思考，行為」と包括的に捉えている．同
学会では，重大なストレスの具体例として，惨事やトラ
ウマだけでなく，家族をはじめとする人間関係の問題や
深刻な健康問題，職場のストレスなどを挙げている15）．

Rutterは，レジリエンスを，逆境に直面した個人が示
す特性16）とし，Masten，Best & Garmezyは，「困難で
脅威的な状況にもかかわらず，うまく適応する過程・能
力・結果」17），Luthar，Cicchetti & Beckerは，「重大
な逆境の中でも前向きに適応していく動的な過程」18），
Grotbergは，「人生の避けられない逆境に対処し，それ
を克服し，その経験によって強化され，さらには変容す
る人間の能力」19）と定義づけた．小塩らは，「困難で脅威
的な状況にさらされることで一時的に心理的不健康の状
態に陥っても，それを乗り越え，精神的病理を示さず，
よく適応している」状態と定義した20）．

Lawrence & Richardは，「人生のさまざまな発達段階
にある個人において，内的及び外的なリスク要因と保護
要因の間におけるダイナミックな相互作用の産物」と捉
え，さらにレジリエンス概念の複雑さから，プロセスか
アウトカムか，そのどちらの意味で用いるかを明確にす
ることの必要性を述べている21）．

労働者のレジリエンスは，一般的な定義と本質的に同
じ概念であった．労働現場という環境条件が先行要件や
帰結へ影響し，就労に向けた心理的な回復力として定義
づけられていた22−24）．また，労働者のレジリエンスは単
なる回復だけでなく成長を含めることが重要であるとし，

「逆境やストレスに対処・適応して回復する力であり，回
復の過程においてあらたな価値を獲得するもの」と定義
づけた文献もあった25）．

２．特性
Grotbergは，レジリエンスは誰もが保持し，いかなる

年齢においても高めることができると述べ，個人の内的

な強さである「I Am」，人的環境要因である「I Have」，
対人関係や問題解決を図るためのスキルである「I Can」
をレジリエンスの構成要素として示した19）．この３つの
構成要素を基に労働者のレジリエンスの特性を分類した
結果，３つの構成要素に加えて，総合体としての特性，
生物学的特性が別に示された．

１）個人の持つ力（I Am）
個人の持つ力として，逆境やストレスからの「精神的

回復力」25−32），苦悩に耐え逆境から立ち直る「耐久力」
23，25，27），自己を肯定する「肯定的思考」22，23，33），ネガティ
ブな事象への対処22，23，29）や目標に向かって進む行動力22，24）

が示された．苦悩に耐える力や生き抜くという内なる力
は労働者が本来持つ力23）であり，就労継続上の困難に対
して発揮される22）．職場や仕事への適応上22，23，27），精神
的健康に有用である23，25，27，30，33，34）ことが示唆された．

平野は，レジリエンスは誰もが後天的に獲得できるか
に着目し，個人のレジリエンスを導くレジリエンス要因
を，持って生まれた気質と関連が強く変化しにくい「資
質的要因」と後天的に身につけやすい「獲得的要因」と
に分類した26）．このうち，「資質的要因」は個人が持つ力
といえる．

２）人的環境要因（I Have）
労働者のレジリエンスは個人と環境との相互作用を有

し31），業務調整35）などの物理的サポートだけでなく，重
要他者との情緒的な交流31，35），周囲からの支援36，37）や勇
気づけ34）のような人的サポートは，労働者のレジリエン
スを高め34）促進する36）．また，職場の人間関係への工夫
22，23）や周囲への支援訴求ができ22，23，36），対人的環境が良好
または対人的環境の捉え方が良好22−24，29，30，36）な人はレジ
リエンスが高い36）ことが示された．藤村は，就労という
社会参加によって社会との相互作用を有することが，結果
として就労妊婦のレジリエンスを高めると述べていた38）．

建設的な職場風土の醸成22，25，31，36），職場環境改善や相
談体制の強化などの衛生対策39）は，外的要因として職場
全体のレジリエンスを高め36），個人のレジリエンスの発
揮22）へつながることが示された．

３）獲得的スキル（I Can）
レジリエンスの向上はメンタルヘルスの向上25）をもた

らすことから，労働者のレジリエンス向上を目指した対
策として，ストレスマネジメント28，40），症状マネジメン
トスキル22，23）やソーシャルスキルの獲得24，36）があった．
それらのスキルを獲得するための方法は，教育研修・情報
提供による知識の提供25，31，40）であった．また，回復・適
応過程で新たなレジリエンスを獲得22，23，25）することから，
労働者のレジリエンスは回復だけでなく成長する25，32）も
のであった．
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平野が分類した「獲得的要因」26）は，後天的に獲得し
ていく特性といえる．

４）総合体としての特性
労働者のレジリエンスは，「変化に対する個人の総合

力であり，環境との相互作用を有し，本人の特性や考え
方・認知に影響されるものであり，変化へ直面した際に
発揮されるもの」であると，Grotbergの３つの構成要素
を併せ持つ総合体として特徴づけられた31）．

５）生物学的特性
労働者の幅広い年代を対象とした研究において，労働

者のレジリエンスは性別と労働特性（雇用形態，勤続年
数）の影響を基本的には受けない，「人全般において説明
し得る一般的特性の概念」29）であった．

年齢については，心身の成熟が高い40代の方が20代よ
りも高い感情統制力を有し29），高いレジリエンスへの影
響が示された31）．一方，20代女性労働者を対象とした研
究では，年齢，最終学歴，労働特性（勤務形態，週間就
業時間，月間残業時間）とレジリエンスとの間に相関は
なかった33）．

その他，ワーク・エンゲイジメントや生活習慣32），生活
状況41，42）などがレジリエンスと関連していた．Komatsu
らは，良質な睡眠と配偶者との同居は首尾一貫感覚へ影
響し，レジリエンスを高めると示唆した42）．

若年女性労働者を対象に日本語版レジリエンス尺度
（RS25）を用いた研究では，レジリエンス得点が低く，
原版では低度のレジリエンスに該当した．この結果につ
いて，日本人の抑制的な感情表現が社会・文化的背景に
よる結果の差をもたらしたと示唆された43）．また，欧米
と日本の労働観との相違の可能性から，日本の労働環境
や労働観を考慮したレジリエンストレーニングの適用が
推奨されていた25）．

３．先行要件
労働者のレジリエンスの先行要件として，日々の労働

上の職業性ストレスによる精神的疲弊からメンタルヘル
ス不調をもたらすもの25，28，33，36，37，40，43），個人のパーソナ
リティ特性28，30，36）及び精神疾患27，30）が示された．

職業性ストレスには，労働環境や社会情勢の変化がも
たらす不安やストレス25，28，40），職場の人間関係の問題28，

36，40，43）や業務負荷28，36），長時間労働36，43）など労働に関わる
ストレスや，心理的負荷39）が広範に含まれた．また，個別
的な先行要件として，メンタルヘルス不調による休職23），
精神障害をもちながらの就労22），がん治療と就労の両立
上の困難35）が挙げられた．

パーソナリティ特性には，日本人のタイプＡ行動特性
28，36），過剰適応29），ストレス敏感性29），及び精神疾患と
して非定型うつ病27，30）などが含まれ，メンタルヘルス不

調に影響を及ぼすことが指摘された28，29）．

４．帰結
労働者のレジリエンスの帰結は，メンタルヘルス不調

の抑制36，37，41），精神的健康の増進27，33），就労継続の促進
22，23，27，35）であった．

労働者のレジリエンスは，心理的・認知的・行動的に
良質の適応をもたらし29），職業性ストレスを低減28）させ，
メンタルヘルス不調の抑制36，37，41）と精神的健康の増進27，33）

につながった．さらに，ワークパフォーマンスが向上37）

し，日々の労働上のストレスにより良く対処し27），就労継
続の促進22，23，27，35）をもたらした．就労継続の促進には，復
職後の再適応23），精神障害を持つ人の就労継続の促進22），
がん治療と就労の両立35），離職の防止（転職志向がない）27）

が含まれた．

５．関連する概念
１）エゴ・レジリエンス
自我弾力性と訳出されるエゴ・レジリエンスは，日常

的なストレスに良好に適応するために，状況に応じて柔
軟に自我を調整できる心理特性44）である．レジリエンス
とは異なる研究道程をたどり45），畑らはエゴ・レジリエ
ンスがレジリエンスを統合あるいは包摂する概念と説明
している46）．小野寺は，エゴ・レジリエンスは自我の調
整を主眼とし，レジリエンスは環境への適応過程を重視
した概念として，２つの概念の違いを示した44）．Luthar
らは，エゴ・レジリエンスは個人特性であり逆境を前提と
しない，とレジリエンス概念との違いを指摘し18），レジリ
エンスの一部としてエゴ・レジリエンスを位置づけた46）．

２）心的外傷後成長（Posttraumatic Growth；PTG）
心的外傷後成長（以下，PTG）とは，トラウマの体験

を契機にして，その出来事を再構成し，人格的成長を遂
げる現象をいう10，47）．レジリエンス概念には回復，抵抗，
再構成の3つの側面が含まれ，PTGも再構成の過程を含
んでいる21）．再構成されたレジリエンスがポジティブな
結果とネガティブな結果の両方を含むのに対し，PTGは
ポジティブな結果だけを含む21）．宅は，逆境からなるべ
く早く回復する能力やスキルとして育むべきレジリエン
スの立場に対して，PTGは長い葛藤やもがきの状況で経
験される人間としての成長であると，レジリエンスとの
性質の違いを述べている48）．

３）ストレスコーピング
ストレスコーピングは，ストレッサーに対して認知的

評価を行い，ストレスへ対処するための思考及び行動49）

である．この一連の過程を心理学的ストレスモデルと呼
び50），心理的ストレス反応の低減を目的とする９）．スト
レスコーピングとレジリエンスは，いずれも困難な状況

事業場で働く一般労働者のレジリエンスの概念分析
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に対する心理概念だが，レジリエンスは回復や適応といっ
た結果への目的性や志向性を含むことに対し，コーピン
グはその後の力動や結果を含まない９，50）．また，レジリ
エンスは非意図的な対処も含むとされる７）．

Ⅳ．考　　察

１．労働者のレジリエンスの特性
初期のレジリエンス研究の多くは，厳しい逆境状況に

おいても健全に成長し，適応的に生活している子どもの
特性や性質を発達的側面から解明することであった11，12）．
研究が進展するにつれて，個人の資質から，家族や社会
の環境要因の関与が認められるようになり，さらに逆境
に対する適応的な結果にどのような要因が寄与している
か，そのメカニズムの理解へと研究の焦点が拡大した18）．

労働者のレジリエンスは，小児精神領域から発展した
一般的なレジリエンスと本質的に同一の構造を持つ概念
であった．就労上の困難に対して発揮される労働者が本
来持つ力及び，就労に向けた心理的な回復力として，主
に個人内特性の立場から定義づけられていた．逆境やス
トレスからの精神的回復力や耐久力，肯定的思考などの

「個人の持つ力（I Am）」は，周囲からの人的情緒的サ
ポートである「人的環境要因（I Have）」によって高めら
れ，「獲得的スキル（I Can）」によって新たに獲得された
レジリエンスは「個人の持つ力（I Am）」を育む．これ
らの３つの構成要素が相互に好循環し，日々の労働上の
ストレスにより良く対処し，メンタルヘルス不調に陥ら
ないだけでなく精神的健康の増進や就労継続の促進を可
能にするという，動的な性質を有していた．

生物学的特性においては，年齢を重ねることによる精
神的成熟度が，高いレジリエンスへ影響していた．平野
らは，年齢とレジリエンスの関連から，年齢を重ねる中
で自らの中の資質への気づきや発揮による，資質的レジ
リエンスの上昇を示唆している７）．上野らは，成人期以
降，レジリエンスは社会的に望ましい方向に発達すると
捉え，生涯を通じて各発達段階における経験や課題を介
して上昇すると述べている51）．労働者は職業人生を歩む
中でのさまざまな経験から職業人として習熟していく．
労働者のレジリエンスは就労上の困難に対するレジリエ
ンスの発揮や獲得を通して，職業人生を重ねながらさら
に成長する．職業人としての成熟が，年齢とともに高ま
るレジリエンスの変化として示された．

２．看護への展望
本研究の結果，労働者のレジリエンスとは労働者に内

在する力として主に個人内特性の立場から定義づけられ，
３つの構成要素が相互に好循環をもたらすことによる動
的な性質を有するものであった．労働者に内在する個人
の持つ力（I Am）への気づきや，労働者のレジリエンス 

の向上に寄与する獲得的スキル（I Can）を日常的に高め
ておくこと，職場の良好な人的環境要因（I Have）を育
むことは，先行要件となる事象へ適応し，メンタルヘル
ス毀損を抑制して就労継続を促進する一助となり得る．
労働者のレジリエンスの３つの構成要素が相互に好循環
し，レジリエンスを積み重ねていくような支援が労働者
のセルフケア能力を高め，職業人としての成熟とともに，
就労継続を支える予備能力となると考える．

加えて，労働者のレジリエンスを高める外的要因とし
て，建設的な職場風土の醸成や職場環境改善が本研究の
中で示された．労働者のレジリエンスを支援していく上
で，今後組織のレジリエンスについても検討を重ねてい
く必要がある．

Ⅴ．結　　論

本研究において，事業場で働く一般労働者のレジリエ
ンスは，就労上の困難に対して発揮される労働者が本来
持つ力及び，就労に向けた心理的な回復力であり，人的
環境との相互作用によって強化される個人内特性であっ
た．労働者のレジリエンスは誰もが高めることができ，
メンタルヘルス不調の抑制だけでなく，精神的健康を増
進し，就労継続の促進につながる動的な性質を有してい
た．また，年齢を重ねることによる精神的成熟度との関
連も示された．

労働者のレジリエンスの特性を踏まえ，個人と組織両
方のレジリエンスを育成していく支援が望まれる．労働
者のレジリエンスの３つの構成要素が相互に好循環し，
レジリエンスを積み重ねていくような支援が労働者のセ
ルフケア能力を高め，職業人としての成熟とともに，就
労継続を支える予備能力となると考える．

本研究において申告するべき利益相反はない．
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